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講義目次 　以下のように進む予定です。

第０部 序論 力学とは何か

§1 ニュートンの古典力学
§2 力学のこれまでとこれから　
§3 ベクトルとスカラー
§4 仮想仕事の原理・ダランベールの原理

第１部 ラグランジュ形式

§5 ラグランジアンの導出
§6 運動を解くということの別の見方
§7 汎関数と変分法
§8 最小作用の原理
§9 オイラーラグランジュ方程式の共変性
§10 拘束条件の下での運動
§11 対称性と保存則

第２部 ハミルトン形式

§12 ハミルトンの正準方程式
§13 ルジャンドル変換
§14 変分法による正準方程式の導出
§15 正準変換
§16 ポアソンの括弧式
§17 位相空間とリュービルの定理
§18 ハミルトンヤコビ方程式

第３部 展開

§19 電磁場中の荷電粒子の運動
§20 断熱不変量
§21 なぜ自然法則は時間二階微分方程式で表されるのか
§** 大団円：なぜ古典力学は最小作用の原理に従うのか

試 験 連休明けの 10月 17日に、第１部までを試験範囲として中間試験を行います。
A4判 10ページ以内の自筆手書きの資料のみ持ち込み参照可。この資料は試験終
了時に答案とともに提出していただきます。期末試験の日程については、教養学

部・理学部と調整中です。方法は未定です。

成績評定 　提出物と中間・期末試験などを何通りかの比率で按分して合計点を出し、

最も高得点となったものを各学生ごとに採用し、それに基づいて最終評点を決定

します。全学生を同一の尺度で評価する、ということは致しません。規定により、

優以上が 30%となるよう調整します。


